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在宅介護実態調査【概要・分析】 

 

１ 主な介護者 

 3 年前の調査と比較して，わずかですが「子」から「配偶者」へのシフトがみられ，老老介護が増加して

いることがうかがえます。 

 

・主な介護者の本人との関係 

 
 

２ 介護離職 

 「主な介護者が仕事を辞めた」割合が介護離職に該当しますが，３年前の国の試行調査では，人口30万

人以上の都市では6.6％であり，旭川市は介護離職の割合が低いことがわかります。 

 

・介護のための離職の有無 

 

28.8%

51.5%

9.1%

0.9%

2.4%

2.7%

4.5%

27.4%

54.6%

8.9%

1.2%

5.2%

2.7%

0.0%

0% 20% 40% 60%

配偶者

子

子の配偶者

孫

兄弟・姉妹

その他

無回答

今回調査（n=330）

前回調査（n=485）

2.4%

0.0%

0.3%

0.0%

83.3%

6.4%

7.3%

2.1%

0.8%

1.2%

0.0%

88.9%

2.5%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた

（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答

今回調査（n=330）

前回調査（n=485）
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22.8%

22.1%

32.2%

47.5%

2.7%

6.1%

4.7%

3.3%

19.5%

16.6%

18.1%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回調査

（n=149）

前回調査

（n=181）

問題なく、続けていける 問題はあるが、何とか続けていける

続けていくのは、やや難しい 続けていくのは、かなり難しい

わからない 無回答

 また，明確に就労継続が難しいと回答した介護者の割合も．前回調査時よりも減少しています。 

 

・主な介護者の就労継続の可否に係る意識 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 在宅生活の継続に必要なもの 

 介護を受ける方が必要と感じる支援・サービスは，全体的に前回の調査時よりも減少しています。介護者

においても「屋内の移乗・移動」を除いて，不安を回答した割合は減少しています。 

・介護を受ける方が必要な支援・サービス 

 
  

4.0%

14.7%

15.0%

12.8%

8.3%

26.5%

13.6%

24.1%

9.4%

9.9%

36.1%

4.5%

5.8%

26.4%

28.4%

20.9%

19.1%

37.4%

19.8%

26.9%

14.6%

6.5%

22.1%

3.2%

0% 20% 40%

配食

調理

掃除・洗濯

買い物（宅配は含まない）

ゴミ出し

外出同行（通院、買い物など）

移送サービス（介護・福祉ﾀｸｼｰ等）

見守り、声かけ

サロンなどの定期的な通いの場

その他

特になし

無回答

今回調査（n=374）
前回調査（n=535）
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・介護者が不安に感じる介護 

 
 

  

6.9%

14.7%

3.8%

18.8%

4.1%

3.1%

16.6%

30.1%

8.5%

21.9%

0.9%

12.5%

14.1%

4.7%

6.9%

10.0%

13.5%

6.0%

11.4%

15.9%

4.5%

21.1%

5.4%

3.7%

13.3%

31.0%

15.9%

22.2%

2.4%

14.6%

14.8%

6.5%

4.3%

4.3%

11.6%

10.8%

0% 20% 40%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ 等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物 等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

不安に感じていることは、特にない

主な介護者に確認しないと、わからない

無回答

今回調査（n=319）

前回調査（n=465）
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４ 介護保険サービスの利用 

 今回聴き取りを行った要介護認定者のうち，介護保険サービスを利用していない方が34.0％いましたが，

未利用の理由をみると，そもそも介護が必要ない方やサービス利用希望のない方が多数となっています。 

 今回の調査対象 374 人のうち 91 人（24.3％）が，こうした介護保険サービスが現時点では必要のな

い方となっています。 

 

・介護保険サービス未利用の理由 

 
 

  

26.5%

34.0%

6.8%

2.5%

1.2%

1.2%

1.2%

1.9%

17.3%

26.5%

34.3%

37.3%

22.4%

3.0%

1.5%

0.0%

4.5%

3.0%

25.4%

1.5%

0% 20% 40%

現状では、サービスを利用するほどの状態ではない

本人にサービス利用の希望がない

家族が介護をするため必要ない

以前、利用していたサービスに不満があった

利用料を支払うのが難しい

利用したいサービスが利用できない、身近にない

住宅改修、福祉用具貸与・購入のみを利用するため

サービスを受けたいが手続きや利用方法が分からない

その他

無回答

今回調査（n=162）
前回調査（n=67）
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５ あさひかわ安心つながり手帳 

 介護保険サービス利用者を対象に配布されるあさひかわ安心つながり手帳ですが，新規の申請者もいる

ため，認知度は約半数となっています。また，知っている方の中で常時携帯している方は，さらにその半数

となっています。 

 

・あさひかわ安心つながり手帳の認知度（介護保険サービス利用者のみの回答） 

 
 

・携帯状況 

 
 

47.9% 51.2% 0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(n=211)

知っている 知らない 無回答

45.5%

4.0%

17.8%

25.7%

1.0%

5.9%

0% 20% 40% 60%

いつも携帯している

ときどき携帯している

あまり携帯していない

いつも携帯していない

持っていない（紛失した等）

無回答
ｎ＝101 


